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Abstract 
There are a lot of open levees in the Kurobe river in Hokuriku alluvial-fan rivers. There are 

open levees also in the Hokuriku alluvial-fan rivers other than the Kurobe river. The situation to 
date, there was no research that verified how the open levees in the Kurobe river had functioned 
at the flood. So whether the open levees from the flow of flood and the position of the open 
levees to the Kurobe river had functioned like any at the flood was verified. The case in 1934, 
1952, and 1969 was targeted. 

As a result, the following turned out. First of all, the open levees in the Kurobe river returns 
the flood to the river road. And the open levees in the Kurobe river has the one that functions 
only in an individual open levee and the one that synchronizes two or more open levees and 
functions. In a word, the open levees in the Kurobe river functioned in consideration of the 
whole catchment basin. 

参考文献・注釈

1) 宮地米蔵監修，江口辰五郎著：『佐賀平野の水と土－成富兵

　　庫の水利事業－』，新評社，p248,1977

2) 南部長恒：『疏導要書』，1834（天保 5）

3） 小出博：『嘉瀬川と成富兵庫』，佐賀県治山治水協会，p21

　　1955

4) 岸原信義ほか：藩政時代における佐賀平野の治水に

  　ついて，水利科学第 33 巻 6 号，1990

5) 土木学会編：『明治以前日本土木史』，岩波書店，p1458

　　1936

6) 島谷は国土交通省武雄河川事務所長として復元事業を統括．

　吉村は土木遺構と水システムの復元設計等を担当した．土木

　遺構の発掘調査は大和町（現佐賀市）教育委員会，水理模型

　実験検討業務は（株）建設技術研究所が実施した．

7) 小出博：『日本の河川－自然史と社会史－』，東京大学出版

　　会 ,pp123-124,1970

8) 佐賀市：『佐賀市史　第一巻』,pp70-71,1977

＊本書で米倉二郎の『佐賀県地理参考図集解説』（1951）を引

　用している．米倉は次のように述べている（筆者要約）．

＊奈良時代後半から平安時代前期，石井樋から約 2km 上流の嘉

　瀬川左岸（市ノ江）に肥前国庁が置かれた．市ノ江の名称は

　国府市場が水路沿いにあったと推測できるとし，市ノ江川，

　巨勢川を通って佐賀江の大津（国府の外港）に通じていたと

　推測する．以下，八田江の米納津（平安，鎌倉時代），本庄

　江の今津（戦国時代）をあげ，嘉瀬川本流の西移動を推論し

　ている（図 1に国庁跡と津を示した）．

9) 前掲書 1)，p99,pp132-133

10）田中秀子ほか：佐賀平野に残る治水遺構－特に嘉瀬川本川

　の堤外遊水地の機能に関する研究，土木学会西部支部研究発

　表会論文集，p132，2004

11) 前掲書 3)，p22

12)『疏導要書』2) の絵図には出鼻の注記はないが本文には以

　下の記述がある（図 3の注記は筆者）．

　「石井樋ノ上出鼻ノ所ニ昔ノ如ク底荒篭ヲ入テ砂ヲ弾カセ西

　ノ野越ヨリ引落ス様ニ仕掛ヘシ」

　「洪水ノ時見レハ落下ル水石井樋ノ上ノ出鼻ヨリ直違ニ右ノ

　野越ニ当リテ石井樋ヘ逆巻落ルユヘ野越ノ方ヘ砂ヲ思フ様ニ

　引落サス去ニ依リ是モ常ノ水加減ヲ計リテ低メヘノ字形ニ勾

　配ヲ取リテ水走リ能ヤウニ仕掛ルナラハ巻出シノ砂モ自然ト

　引落スヤウニ成ヘシ」

　＊天狗の鼻，象の鼻に加えて出鼻が設置されていたことは明

　　白である．

13）前掲書 2），「象ノ鼻ノ下ヨリ天狗ノ鼻ヘ落ル所大井手ノ間

　南北ニ水ヲ横切リテ砂取リノ石アリ是ヲ亀石ト唱ル由今モ砂

　下ニ在リト云エリ」という記述がある．

＊南部がこれを記した天保 5年（1834）にはすでにない（砂下

　に埋もれている）ので，その形状などは不明である．

14) 石井樋，佐賀市埋蔵文化財調査報告書第 5 集 ，佐賀市教

　　育委員会 ,pp9-19,2006

15）前掲書 14),pp30-31

16) 前掲書 2），「三十七八年前切石ヲ以テ高サ三尺余ニ丈夫ニ

　井手ヲ築キ左右中ト戸立ヲ拵ラヘ常ノ水ハ戸ヲ立切リテ石井

　樋ヘ廻シ洪水ノ時ハ戸ヲ切リ明ケテ流スヤウニ仕掛ケル」

　＊本書を著した 1834 年から 37 年前は 1797 年になる．

　＊この当時の戸立は 3カ所で，野越は右岸に 1カ所（図 3）．

17) 九州農政局嘉瀬川農業水利事業所『嘉瀬川農業水利史』　

　　pp92-96,1973

　＊昭和 24 年当時の大井手堰は，堰長 89.8m, 堰幅 20m，土砂

　　吐き（戸立）5 カ所，余水吐き（野越）1 カ所と記述され

　　ている．昭和 27 年の修復工事では戸立は 4カ所になった．

18) 前掲書 14）,p22

19） 前掲書 14），pp49-50

20) 高瀬哲郎：石井樋関連遺構の石垣について，前掲書　14），

　　p102

21) 前掲書 14），pp40-46

22) 前掲書 14),pp46-48

23) 前掲書 14），pp65-70

24) 前掲書 14），pp64-65

25) 前掲書 7),p124

26) 前掲書 5），p164

27）「第 12 回石井樋地区施設計画検討委員会　資料 -3」

　　（2004 年 3 月 15 日，国土交通省武雄河川事務所提供）

　＊水理模型実験は復元設計（大井手堰，導水路・放水路等の

　　河道形状）を対象としている．

28）前掲書 14），pp59-61

29）小出博：『長江 -自然と綜合開発』築地書館，1987，

　　pp46-54

30)　四川省水利電力庁都江堰管理局：『都江堰』水利電力出版

　　 社，1986，pp67-p71

　＊石井樋の場合は島を築いているが，都江堰は金剛堤が基本

　　になって河道内に島状のエリアが形成されている（輪中の

　　ようなエリア）．上記 p67 の図 3-4：清宣統二年魚嘴分水

　　図では「沙地樹林」が広大な面積を占め，一部に菜園があ

　　る．今もほとんどが樹林帯である．

31) 和田一範：『信玄堤』山梨日日新聞社，2002，p100, 図 13  

　　を基に作図．注記は前掲書 29)30) 等を参考に 筆者加筆．

　発揮する．

⑥象の鼻は天狗の鼻とセットで設置されており，導水路

　への洪水（土砂）流入を抑制する仕組みである．

⑦象の鼻根元に設置された野越は，象の鼻先端部から流

　入する洪水（土砂）を止め，導水路への土砂流入を最

　小化する機能を発揮している．水を以て水を制する優

　れた仕組みである．

⑧出鼻は，導水路に流入した洪水を放水路に誘導する仕

　組みである．また，石井樋（樋門）の前に突き出す形

　になっており，樋門（弱点）を抱えた本堤防に洪水が

　直接当たらないようにする意図も考えられる．本堤防

　の破堤リスクを軽減し，多布施川への土砂流入を抑制

　する重要な役割を果たしている．

　石井樋は，嘉瀬川と多布施川を分離して洪水と用水を

分離する水利システムである．石井樋のシステムの骨格

は中の島である．中の島を基軸として配置された複数の

施設群によって，治水と利水の機能を巧みに発揮してい

るのである．

【土木史研究　論文集　Vol .28　2009年】
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